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例 会 発 表 要 旨2005。5.21
日本 画 … …19世紀 末 の一 様 相 ……
中川重麗研究 の一端 一
榊原吉郎/京都市美術館嘱託
近年,重 麗研究が進展 し,彼 が選び出 した
原著者 のユス トゥス ・ブ リンクマ ンも,19世
紀末か ら20世紀初頭 の ドイツの 日本美術の受
容 に重要 な役割 を果 た した人物であ ることが
明 らか にされている1。
明治27年1月 か ら12月まで10回に亘 って,
京都美 術協会雑誌 に掲載 された。(4・5月
は休載,理 由は不明)第1回 か ら6回 まで,
題 名が 「日本 画 の評」 とされ,7回 以 後,
(絵具 を論 じ次 に席上 揮毫 に及ぶ),(席上揮
毫 を看て の驚 き及 ひ骨法),(画術 と書法 と相
似 たる事),(日本人 は配色の名人 な り)と い
う副題が付 く。付 けたのが訳者 か,編 集者 か
は不明。
重麗 は,著 者を 「ユス ツース ・ブ リンクマ
ン」,「独逸ハ ンブル グの博物館 長」,書 名 を
「日本の技術及手藝」 と し,「日本の美術工藝」
を論 じた 「新著述」 の中か ら 「絵画 の一部 を
抄訳 した る もの」 で ある,と 記す。 原 本 は
「序 言 ・自然 ・植物 ・動物 ・人種 ・住 居 ・宗
教 ・造 園 ・建築 ・民族衣装 ・武具 ・技術全般 ・
絵画 ・印刷 技術」であ る。抄訳部分 は,総 頁
294頁中,絵 画部門53頁の前 半で ある。 原本
は 日本文化 研究セ ンターに収蔵 されて いる。
優れた写真 製版 の技術 が示 され 「ジロ ッター
ジュ」 と称 された亜鉛版 印刷 の技法が活用 さ
れている。1889年ベル リンのワグナーか ら出
版 した 「KunstandHandwerkinJapan」
「日本 に於 ける美 術 と手工芸」 で ある。 ブ リ
ンクマ ンは来 日していないが,じ つ に種 々の
情報 を入手 して論述 している。 ブ リンクマ ン
は 〔日本画工 の想 と欧州画工の想 と多 くの着





に下 してはならない,と す る。「想」の差異

















界理屈の外 に在 る所の一異物を認む,此 の異
物は科学なる解剖学の如きは嘲 りて近づけず,
不完全なる器械力が天才の動力の為に導かれ














































門弟を評 して極めて貶低 したること,即 ち氏
は恰 もコル子ル派了の人が,酷 なる観察を下
して,今 日の主実的新画工を其目前に於て誹








に対 して,彼 れ自ら昔 し京都に在 りし古朝廷




1「 ドイ ツ に お け る 〈日本=像 〉』 ク ラ ウ デ ィ
ア ・デ ラ ン ク,水 藤龍 彦 ・池 田祐 子訳(思 文
閣 出 版2004・7・22)
2「 想 」 の 原 語 は(DasIdealdesjapanischen
Malers)のDasIdealにあ る。
3ア ル バ ー ト ・ボ イ ム 「19世紀 の ア カ デ ミー と
仏 蘭 西 絵 画 」 参 照。




5H.Gierk『 資 料 御 雇 外 国 人 』 小 学 館1975
「ギー ル ケ ・ハ ンスGierke,Hans独,1847
/8/1～?M10～13東 京 医学 校 ・東 京 大学
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学 及 び組 織 学 教 師。
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